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た手法を中性子捕獲断面積測定に適用する対象核種として 151Eu, 153Eu を選定した理由
についても述べている。 




















 第 4 章では、補正方法の高度化についてまとめている。試料中での中性子自己遮
蔽・多重散乱効果に関する補正は、従来の研究では既存の評価済核データライブラリ
を用いたモンテカルロ・シミュレーション計算によって補正係数を導出するのが一般
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的であったが、本章では従来の補正方法について実験的な検証を行うとともに、補正
に使用する核データに起因する系統誤差を低減するための新たな補正方法の開発を行








 第 5 章では、第 3 章及び第 4 章で述べた手法の適用例として、全エネルギー検出器
である C6D6 検出器を用いた 151Eu, 153Eu の中性子捕獲断面積測定の結果を示している。
特に C6D6 検出器については、波高重み法を適用することによって、中性子捕獲断面積
の絶対値の導出に成功している。 151Eu については、約 0.03～0.2eV の領域で ENDF/B-
Ⅶ .1 の評価値が JENDL-4.0, JEFF-3.2 の値を約 11～ 23%上回っていたが、実験値は
JENDL-4.0, JEFF-3.2 の評価値を支持する結果を得た。 153Eu については、 ENDF/B-Ⅶ .1
の熱中性子断面積が JENDL-4.0, JEFF-3.2 に比べて約 14%過大となっていたが、実験
値は ENDF-B/Ⅶ.1 の評価値を支持する結果を得た。  
 第 6 章では、第 3 章及び第 4 章で述べた手法の適用例として、全吸収型検出器であ
る BGO 検出器を用いた 151Eu, 153Eu の中性子捕獲断面積測定の結果を示している。特に
BGO 検出器については、バックグラウンド決定法の高度化によって、非分離共鳴領域
における断面積の結果が大きく改善している。 151Eu については、3.36, 7.00, 7.22, 
7.42eV 共鳴において評価値間に不一致が見られていたが、 3.36eV 共鳴については
ENDF-B/Ⅶ.1, JEFF-3.2 の評価値を支持し、JENDL-4.0 の評価値は約 1/2 倍過小評価さ
れていることを示唆する結果を得た。7.00, 7.22, 7.42eV 共鳴についてはいずれの評
価値とも異なる新たな結果が示された。また、 4.78eV 共鳴については、いずれの評価
値も約 1/2 倍過小評価であることを示唆する結果を得ている。 153Eu については、
2.46, 3.29, 3.94eV の共鳴について、いずれの評価値も過大評価であることを示唆す

















１．  一対の C6D6 検出器から成る全エネルギー検出器に対して、波高重み関数を
開発し、捕獲イールドの規格化を行えるようにした。その結果、評価値間
に不一致の見られた 151Eu, 153Eu の熱中性子断面積の絶対値を決定すること
に成功し、 151Eu については JENDL-4.0 及び JEFF-3.2 の評価値を支持する


















た、 232Th に対して 20～200eV のエネルギー領域の 10 個の共鳴に対して共
鳴パラメータを取得した。 
４．  12 台の BGO 検出器からなる全吸収型検出器を用いて 151Eu, 153Eu の中性子
捕獲断面積測定を行った。本論文で開発したバックグラウンドの決定法、
補正法の高度化を適用したところ、 151Eu については、3.36, 7.00, 7.22, 
7.42eV 共鳴において評価値間に不一致が見られていたが、 3.36eV 共鳴に
ついては ENDF-B/Ⅶ.1, JEFF-3.2 の評価値を支持し、JENDL-4.0 の評価値
は約 1/2 倍過小評価されていることを示唆する結果を得た。また、 7.00, 
7.22, 7.42eV 共鳴についてはいずれの評価値とも異なる新たな結果を示
した。さらに、 4.78eV 共鳴については、いずれの評価値も約 1/2 倍過小
評価であることを示唆する結果を得た。 153Eu については、 2.46, 3.29, 





すると同時に、高精度な核データが工学的に要求されている 151Eu, 153Eu, 232Th
に対して精度の高い中性子捕獲断面積、共鳴パラメータの導出に成功してお
り、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工
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